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抱 に よ る 爆 発 音 の 消 音 (Ⅰ)

紙雷管の爆発音の抱による消音効果

和田有司暮,小出浩乎….田村昌三●.小林直大書●

田川明抑●●'.大輪正満●叫,青田忠雄●

低騒音発破の消音刑として泡に着日L,乾留管を用いてその消音効果を潤定した｡

今回の実験では泡を入れる消音蹄として重点引鉄板製円筒を用いたので,その円筒による効

果を飼べると. 1並で用いた時で10-15dJl.2庇にして用いた時で20-30d8の壌先賢音の

低減がみられた｡

次に.2舐の師の間に抱を充填すると.泡が無い時より10-20dJlの爆発騒音の低辞がみら

れた｡この妙果1110-20cmの泡の厚さによってはあまり変化がなかった｡また.泡の唖軌 こ

よる消音劾射 こ大きな鼓はなかったが.界面活性剤泡よりタt/,!タ抱.低尭抱倍率の泡より高

発起倍率の抱の方がやや消音効果が大きかった｡

t. はじめに

爆発に当た.?て発生する爆発牡音は発破作業や爆発

実故を社会的に受け入れ難くしている1つの原田{･あ

る｡近年.都市再開発が話噸となっているが.都市で

の栴造物の解体蒐碇を社会的に受け入れ易いものとす

るために.低強者先破法の開先が政孝である｡

狂者らは発破に伴う爆発音のm)制のために砂披項が

有効であることを示したt)=川｡砂は有効ではあるが

かなり高価である｡また.種物解体売掛 こ当たっては

抄だけ{･全ての発破を消音することは{･きない｡
ここでは,新しい的青桐として泡に君目し.その消

音効果を統価管の爆発音を利用して湘定した｡耗館管

は頓凪を殆ど発生しないの{･.昔だけの抑制効果を銅

ペるのに題している.

2.突 放

2.1 試 料

苑音源としてl土成壊用統冊℡(ラジエ工薬㈱製.発

音刑約0.05g含有.成分:74%牧瀬厳カ.)ウム.8
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%赤塀.18%琉珊及び少丑の糊)及び玩具用耗解℡(通

称平玉,大谷煙火穀適所gi.発音剤約0.01g含有)を

用いた｡

発泡剤としては合成界面括性刑抱消火剤である/-

ミ7*-ムエース及びタンJtク泡消火薬剤を3%に水

で希釈して用いた｡用いた泡の発泡倍率は乗換直前に

一定容前のものを秤丑して脚定した｡

2.2葺 置

実艶は能突防災工菓輪舞沼工執 こ併放された研究所

内の泡突放均{･行った｡

尭音牧は化学突放用スタンド,タラ'/プ.電屯古.

落球.2個のベアt)I/〆f'-ラ(通称 円筒コP)から

なっている｡

統価管を12mm≠x12mm高さの円筒コPの間に挟

良.その上に10cmの高さから535gの銅球を電位石

のスィ,チを切って落下させ.その打革で爆発させた｡

防音材用として3つの厚さ0.6mmの亜鉛引鉄板製

円筒及び蓋 を用漉 した｡ 筒Aは600mJnI.D.×

1100mnH.筒Bll800mmLD.×1200mmH.筒C

は1000mmI.D.×1300mmHである｡爆発裳位及び消

音筒を円g.1に示した｡

2.3 騒音計測

爆発扱者の測定にはィ./パルス輪中騒音計(I)オl/

㈱臥 NA-61)を用いた｡淋定は壌尭点から3.75m,

7.5m.15m及び30mの4つの地点で.球音計の目視

によって行った｡測定特性はA-ファーストである｡

2.4 爽墳手桶
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Fig.1 Experimentalset-upForexplosionandsteel

sheettl血es.

(1)発音磯の台上の円筒コ.'の間に続審管を挟む｡
(2)発音機の唱磁石のスイッチを入れ,
535gの鋼

球を喝磁石に取り付ける｡
(3)2つの亜鉛引鉄板製円衝を発音轍のまわりに同

心円状にかぶせ
.
内側の筒に歪をする｡
(A)2つの円筒の間に泡を充填し
,
外側の筒に蓋を

する
｡
(5)騒 音計をA-77-ストの

状態で
.
適切な日盛

り抱囲にセットする｡
(6)秒読み後
,
電磁石 のスイッチを切り,

落球を落

下させ
,
続審管を爆発させる
｡
(7)騒音計の最大値の読みを記録する｡
(8)簡易な装匿で実験を行ったため,

実際に紙雷管

が爆発したかどうかを
.
内側の円筒の豊を外した

時に塵の発生の有無で確認する｡
(9)外側の円筋を外L
,
抱を水洗L
,
次の棄験に備

える
｡
3
.括黒と考察3.1 来襲結果 二sr--V)gPU!S P
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任の大きい円筒の方が.騒音の消音効果は大きい｡

円筒を2瓜にすると.60cm と80cmの円筒の抱合

せでは約20dBの騒音が低挿される｡60cmと100cm

の円蹄の組合せでは約30dBの低減がみられる｡2重

筒をかぶせることにより爆発騒音は大きく低減される｡

3.3 発泡ポリマー円筒との比較

狂者らの一部は先に落球式打撃感度就換俄の撃音を

防止するために先泡ポ.)†一円筏の使用を試みた5)｡

この時の契放結果と本突放との比較がFig.3である｡

前回のg!掛 ま東京大学工学部の建物に閉まれた空間で

行わ九,今回の実験は周関に建物のない広い空間で行

われた｡その揺果.前回の実鼓では建物による襲音の

反射の野田を受けて騒音の定位紙袋串は小さい｡

以上の点を考慮 しても尭泡スチレ･/柿(内径60cm,

尽き5cm)に上る消音効果と亜鉛引鉄板筒(内径60

cm.好さ0.6cm)に上る消音効果は同等であること

がわかった｡

3.4海による消音効果

泡による消音効果を示すlogCに対するSのプpア

トをFig.4及びFig.5に示 した｡内径60cmと80cmの

2瓜筒の間に4細の抱を入れた発散括果(Fig.4)から,
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SaSsilencers.架は同 じく10､20d8{･あった｡泡の厚さの増加に上

る付加的な消音効果はみられなかった｡これは

本市的な現故か.あるいは他に昔が.洞れる部分があ

り.それが効いているのかIl今のところわからない
｡泡の俄掛 こよる消音効果の追いはそれほど大きくは

なく順序の遊転も見られるが.平均的には下のよう{･あっ

た｡PL

(タンパク,低尭起)>SH(界面活性札 応発泡)

>SM(界面活性剤.中苑抱)>SL(界

面活性剤.低尭抱)謝 辞本実験でお世掛こな

った能央防災工築㈱卯之木十三氏.片愈且郎氏及

び中晩に協力していただいた同社研究所の方々に感謝

します｡文 骨1)斉藤照

光,小林正大.乱川孝一.田村良三.松永邑符,青田忠弘

r砂中爆発法の牡丹と応用(Ⅱ),爆薬によ

る鉄板切断における川砂の防音効果｣.火薬と保

安,19.21(1987)2)斉藤照光,小林直太,射 l博 一.田崎陽治.
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ReductionofBlastingNoisebyFoam (I)

ReductionofExplosionNoiseoEPaperCapsbyFoam

byYujiWADA',KouheiKOIDEH,MasamitsuTAMURA'

NaotaKOBAYASHI叫.AldteruKUNIm WAH ～

MasamitsuOHASHI+++andTadaoYOSHIDA+

Itwasexpectedthataqueousfoamsmaybeusedasnoisereducerforblastings,and

reductionsofexplosionnoiseofpapercapsweremeasured.Inexperiments.Steelsheet

tubeswereusedasholdersoffoams.Atfirst,reductionsofexplosionnoisewerefoundto

be10-15dBwithasteelsheettube,andtobe20-30dBwithdoublesteelsheettubeswithout

foams.

Next,foamsweremledbetweenthedoublesteelsheettubesandreductionsofexplo･

sionnoisewith thefoamswerefoundtobe10-20dB.Theeffectofthethicknssoffoam

layerwerenotsoclearintherangeof10-20cm.Theeffectoffoamtypewasexaminedand

itwasfoundthatsurfactantfoamwaslesseffectivethanproteinfoamandthefoamof

largermagnificationwasmoreeffectivethanthesmallerone.though thedifferenceswere

notremarkable.
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